
　
神
戸
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合
（
木
下
直
樹
理
事
長
）
の
令
和

５
年
新
年
祝
賀
会
は
、
１
月
13
日

午
後
６
時
か
ら
神
戸
市
中
央
区
の

「
神
仙
閣
」で
開
催
し
新
年
を
祝
っ

た
。

　
祝
賀
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
３
年
振
り
に
開

催
。
当
日
は
組
合
員
と
賛
助
会
員

50
人
が
出
席
、
長
澤
宗
弘
専
務
理

事
の
司
会
で
は
じ
め
、
木
下
理
事

長
が
「
今
回
の
挨
拶
は
新
理
事
長

が
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
も
う
一

期
理
事
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
回
組
織
変
更
を
行
い
、
石

津
専
務
理
事
が
副
理
事
長
に
、
長

澤
副
理
事
長
が
専
務
理
事
に
、
ま

た
前
回
の
文
具
ま
つ
り
で
実
行
委

員
長
を
務
め
た
長
澤
真
祐
氏
に
組

合
で
活
動
し
て
ほ
し
い
思
い
か
ら

新
し
く
理
事
に
就
任
し
て
も
ら
っ

た
。
こ
の
４
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
主
だ
っ
た
実
績
も
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。
残
り
２
年
間
で
若
手

へ
の
継
承
を
積
極
的
に
行
い
た
い

こ
と
と
、
組
合
員
、
賛
助
会
員
の

増
強
を
図
り
た
い
。
社
会
情
勢
は

不
透
明
な
状
況
で
厳
し
い
時
代
に

入
っ
て
い
る
。
単
に
顧
客
が
望
む

商
品
を
届
け
る
と
い
う
従
来
の
形

で
は
衰
退
し
て
い
く
の
で
、
小
売

店
舗
、
外
商
に
関
わ
ら
ず
、
顧
客

に
望
ま
れ
る
会
社
、
組
合
に
な
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
残
っ
て
い
け
な

い
。
そ
れ
に
は
情
報
交
換
を
積
極

的
に
行
い
、
メ
ー
カ
ー
に
は
い
い

製
品
を
供
給
し
て
も
ら
う
こ
と

と
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
販
売
店

に
投
げ
か
け
て
ほ
し
い
。
卸
に
関

し
て
は
商
品
を
供
給
す
る
だ
け
で

な
く
、
今
後
の
方
向
性
を
含
め
て

指
導
を
願
い
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　
賛
助
会
を
代
表
し
て
ア
ケ
ボ
ノ

ク
ラ
ウ
ン
・
松
本
圭
司
社
長
が「
今

年
こ
そ
普
通
の
状
態
で
１
年
が
終

わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
、
神
戸
文

協
が
我
々
を
引
っ
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
合
わ

せ
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
開
宴
、

種
々
歓
談
し
た
。

　
な
お
、
組
合
の
新
役
員
は
次
の

通
り
。

　
理
事
長
　
木
下
直
樹
（
キ
ノ
シ

タ
）

　
副
理
事
長
　
石
津
英
一
郎
（
サ

ン
ヨ
ー
商
事
）
新
、中
内
真
人
（
ミ

ユ
キ
ッ
ト
）

　
専
務
理
事
　
長
澤
宗
弘
（
ナ
ガ

サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
）
新

　
会
計
理
事
　
齊
藤
昌
計
（
コ
ウ

ヨ
ウ
ビ
ジ
ネ
ス
）

　
理
事
　
柘
植
弘
行
（
ア
ラ
イ
）、

木
戸
晃
史
（
ス
タ
ー
商
会
）、
長

澤
真
祐
（
長
澤
音
次
郎
商
店
）
新
、

堀
真
一
郎
（
堀
萬
昭
堂
）、
中
村

宜
史
（
明
光
堂
）、
福
羽
圭
（
元

町
福
芳
商
店
）

　
監
事
　
森
田
和
彦
（
オ
フ
ィ
ス

モ
リ
タ
）、
杉
原
秀
幸
（
文
具
の

ス
ギ
ハ
ラ
）
新

　
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

（
西
村
彦
四
郎
社
長
、大
阪
市
）は
、

１
月
５
日
、
大
阪
・
森
之
宮
の
本

社
で
、
交
通
安
全
と
商
売
繁
盛
を

祈
念
し
て
新
春
出
陣
式
を
行
い
、

令
和
５
年
の
商
戦
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。

　
出
陣
式
は
、社
員
朝
礼
の
あ
と
、

午
前
８
時
40
分
か
ら
１
階
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
細
井
営
業
取

締
役
の
挨
拶
、
手
締
め
を
行
い
、

初
荷
を
積
ん
だ
営
業
車
が
「
商
売

繁
盛
」
の
幟
と
社
員
の
拍
手
に
見

守
ら
れ
て
、
新
春
の
街
へ
出
発
し

て
い
っ
た
。

　
西
村
社
長
は
、
出
陣
式
の
後
、

在
阪
専
門
紙
と
記
者
懇
談
会
を
行

い
、
業
績
の
概
況
と
、
今
年
の
展

望
に
つ
い
て
「
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
１
昨
年
は
過
去
最
高
益
を
達

成
。
昨
年
は
そ
の
反
動
も
あ
り
厳

し
い
経
営
環
境
を
見
込
ん
で
計
画

を
立
て
た
が
、
売
上
は
横
ば
い
、

利
益
も
微
減
に
と
ど
ま
っ
た
。
今

年
は
年
間
を
通
じ
て
の
原
料
高
騰

の
影
響
が
大
き
く
、
更
に
厳
し
い

１
年
に
な
る
と
思
う
。
世
界
的
に

景
気
は
鈍
化
し
て
お
り
、
市
況
が

厳
し
い
。
と
り
わ
け
厳
し
い
の
は

中
国
市
場
で
、
厳
し
い
ゼ
ロ
・
コ

ロ
ナ
対
策
で
景
気
が
減
速
、
そ
の

後
、
緩
和
が
さ
れ
た
が
先
行
き
不

透
明
感
が
あ
る
。
今
年
は
収
入
は

増
え
ず
に
支
出
が
増
え
る
、
非
常

に
厳
し
い
年
に
な
る
。
弊
社
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
１
つ
は
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
成
長
。
サ
ク
ラ
を

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

育
成
し
て
、
世
界
で
伸
ば
し
て
い

く
。
２
つ
目
は
子
ど
も
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長
さ
せ
て
い
く
。

こ
の
２
つ
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
、
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
効
果
が
出
る
。
市
場
が

厳
し
い
状
況
は
各
社
も
同
じ
。
各

社
成
長
が
難
し
い
中
で
、
弊
社
が

し
っ
か
り
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
市
場
で
勝
ち
得
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
市
場
が
厳
し
い

と
い
う
の
は
各
人
、
会
社
が
成
長

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
と
ら
え
て

い
る
」
と
、
厳
し
い
環
境
に
怯
む

の
で
は
な
く
、
そ
の
環
境
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　
教
育
用
品
市
場
に
つ
い
て
は

「
国
内
営
業
は
弊
社
製
品
の
扱
い

が
な
い
空
白
地
区
が
ま
だ
ま
だ
全

国
に
あ
り
、
新
規
開
拓
営
業
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
新
し
い
営
業
ス

タ
イ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
（
非
対
面

営
業
）
を
導
入
し
て
、
効
率
的
な

営
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
エ

デ
ュ
ー
ス
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
商
品
数
を

増
や
し
て
、
活
用
度
を
高
め
て
い

く
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　【
メ
イ
ブ
ン
発
】
名
古
屋
業
界

の
文
具
紙
製
品
関
連
６
団
体
（
中

部
文
具
工
業
協
同
組
合
、
名
古
屋

紙
製
品
工
業
協
同
組
合
、
愛
知
文

紙
事
務
器
卸
協
同
組
合
、
名
古
屋

文
具
事
務
用
品
協
同
組
合
、
愛
知

製
本
工
業
協
同
組
合
、
ト
ム
ソ
ン

工
業
協
同
組
合
）
合
同
の
新
年
賀

詞
交
歓
会
は
、
１
月
６
日
午
後
６

時
か
ら
中
区
錦
の
「
名
古
屋
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
」
で
関
係
者
64
人
が

出
席
し
て
盛
大
に
開
催
し
、
新
春

を
祝
っ
た
。

　
賀
詞
交
歓
会
は
愛
文
卸
組
の
受

番
で
進
め
、
愛
文
卸
組
・
武
田
康

広
副
理
事
長
（
コ
ク
ヨ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
）
の
司
会
と
開
会
の
辞

に
続
い
て
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
当

番
団
体
を
代
表
し
て
愛
文
卸
組
・

青
山
英
生
理
事
長
（
青
雲
ク
ラ
ウ

ン
）
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続

い
て
い
た
が
、
人
数
制
限
と
着
座

式
で
は
あ
る
も
の
の
３
年
ぶ
り
に

こ
の
よ
う
に
開
催
で
き
御
礼
申
し

上
げ
る
。
さ
て
昨
年
は
激
動
の
変

化
が
あ
り
、
通
常
な
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
の
み
が
経
験
す
る
よ
う
な

激
動
を
中
小
企
業
も
個
人
も
体
験

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
年
も

様
々
な
面
で
制
約
が
あ
る
中
、
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
の
要
因
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。
業
界
と
し
て

も
知
恵
を
出
し
て
新
し
い
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
ま
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
混
乱
と
か
、
供
給
制
約
で
も
厳

し
い
面
が
多
々
あ
っ
た
が
、
あ
る

意
味
で
良
い
動
き
と
し
て
メ
ー

カ
ー
側
の
価
格
改
定
が
あ
り
、
高

価
格
帯
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
思
う
。
従
来
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
お
値
打
ち
感
の
み

を
競
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
モ
ノ
、
サ
ー

ビ
ス
へ
、
メ
ー
カ
ー
・
卸
・
小
売

が
連
携
し
て
提
案
、
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
」

と
挨
拶
。

　
次
い
で
、
ト
ム
ソ
ン
工
協
組
・

加
藤
実
理
事
長
（
加
藤
紙
工
）
の

主
唱
乾
杯
で
開
宴
し
て
和
や
か
に

歓
談
、
愛
文
卸
組
・
大
附
英
夫
副

理
事
長
（
大
附
通
商
）
の
閉
会
挨

拶
と
、
同
氏
主
唱
の
手
締
め
を
唱

和
し
て
お
開
き
し
た
。

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通
セ

ン
タ
ー
（
堀
隆
理
事
長
）
の
新
年

互
礼
会
は
、
１
月
６
日
午
後
４
時

か
ら
東
大
阪
市
長
田
の
組
合
会
館

で
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
、
当
日
は
来
賓
を
含
む
48

人
が
出
席
し
て
新
春
を
祝
っ
た
。

　
互
礼
会
は
、
名
和
秀
記
専
務
理

事
の
司
会
で
進
め
、
堀
理
事
長

が
「
組
合
業
務
は
順
調
な
状
況
を

堅
持
し
て
い
る
。
新
年
互
礼
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影

響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
加

え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
り
、
世
界
経
済
は
２
０
２
１

年
の
成
長
率
５
・
８
％
に
対
し
、

２
０
２
２
年
は
２
・
９
％
、
２
０

２
３
年
に
は
２
・
７
％
と
大
き
く

鈍
化
す
る
見
込
み
。
当
組
合
で

は
、
昨
年
７
月
に
団
地
開
設
50
周

年
記
念
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
を
１

年
遅
れ
で
開
催
し
、
盛
大
に
祝
っ

た
。
ま
た
、
５
月
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接

種
を
実
施
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
は
現
状
で
は
収
ま

る
気
配
が
な
い
が
、
我
々
を
取
り

巻
く
環
境
は
よ
り
大
き
く
、
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
変
化
し
、
今
後
も

そ
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
は
あ

る
が
、
組
合
員
、
賛
助
会
員
各
社

の
従
業
員
が
喜
ん
で
勤
め
ら
れ
る

よ
う
な
職
場
、
ま
た
こ
の
団
地
内

で
働
く
こ
と
が
誇
ら
し
い
と
思
え

る
職
場
を
目
指
し
て
、
組
合
員
、

賛
助
会
員
が
よ
り
一
層
発
展
す
る

よ
う
、
組
合
と
し
て
役
に
立
て
る

よ
う
な
運
営
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
。
今
年
は
卯
年
で
、
コ
ロ
ナ
渦

の
数
年
か
ら
飛
躍
し
、
我
々
の
事

業
や
生
活
が
大
き
く
向
上
す
る
年

に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
」
と

年
頭
に
当
た
っ
て
挨
拶
し
た
。

　
来
賓
の
大
阪
府
知
事
（
代
理
）、

商
工
中
金
支
東
大
阪
支
店
・
森
田

支
店
長
に
よ
る
祝
辞
と
乾
杯
の
発

声
で
祝
宴
に
移
っ
た
が
、
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
立
食
形
式
で

は
な
く
着
席
の
ス
タ
イ
ル
を
と

り
、
和
や
か
に
歓
談
。
所
用
の
た

め
来
場
が
遅
れ
た
野
田
東
大
阪
市

長
の
祝
辞
の
後
、
熊
田
和
央
副
理

事
長
の
中
締
め
挨
拶
で
閉
じ
た
。

　
大
阪
文
紙
事
務
器
卸
協
同
組
合

（
松
本
圭
司
理
事
長
）
の
初
理
事

会
が
、
12
月
16
日
午
後
６
時
か
ら

大
阪
・
上
本
町
の
木
曽
路
で
開
催
、

総
会
報
告
や
新
年
度
の
行
事
予
定

な
ど
を
発
表
し
た
。

　
当
日
は
、
横
山
副
理
事
長
の
司

会
で
進
め
、
松
本
理
事
長
が
多
数

の
出
席
を
感
謝
し
な
が
ら
「
各
位

の
協
力
に
よ
り
前
年
度
は
無
事
に

終
了
す
る
事
が
出
来
た
。
新
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
が
速
く
終
息
し

て
、
事
業
が
予
定
通
り
に
実
行
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
、

書
面
総
会
の
報
告
を
交
え
て
挨
拶

し
た
。

　
続
い
て
、
秋
山
事
務
長
が
新
年

度
行
事
と
し
て
６
月
９
・
10
日
出

張
理
事
会
、８
月
６
日
水
泳
の
会
、

８
月
25
日
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
、

11
月
25
日
に
定
時
総
会
な
ど
の

他
、
関
連
団
体
の
行
事
な
ど
も
合

わ
せ
て
発
表
し
た
。

　
６
時
30
分
か
ら
賛
助
会
員
も
併

せ
て
32
人
が
出
席
し
て
年
末
懇
親

会
を
開
催
。
開
宴
に
先
立
ち
、
松

本
理
事
長
が
日
頃
の
協
力
、
支
援

を
感
謝
す
る
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

横
山
副
理
事
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

開
宴
、
情
報
交
換
を
交
え
な
が
ら

歓
談
、
最
後
に
村
田
副
理
事
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
じ
た
。
　

㊤
初
荷
を
見
送
る
西
村
社
長
ら
と

㊦
威
勢
よ
く
出
発
す
る
営
業
車

抱
負
を
語
る
西
村
社
長

名
古
屋
業
界
の
賀
詞
交
歓
会

流
通
セ
ン
タ
ー
の
新
年
互
礼
会

賛
助
会
員
交
え
て
年
末
懇
親
会

神
戸
文
協
の
新
年
祝
賀
会

年
間
行
事
な
ど
発
表

大
阪
卸
組
合
が
初
理
事
会

飛躍、向上する年に
大阪紙文具流通センター

48人が出席して新春祝う

恒
例
の
初
荷
出
陣
式

世
界
市
場
へ
成
長
め
ざ
す

サ
ク
ラ

ク
レ
パ
ス

若手への継承図る
神戸文協新年祝賀会

顧客に望まれる会社に

知
恵
を
出
し
合
っ
て

64
人
が
集
っ
て
新
春
祝
う

名
古
屋

６
団
体


